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[昭和8年5月10日 受稿]

Aus dem Pharmakologischen Institut der Okayama Medizinischen Fakultat

(Vorstand: Prof. Dr. K. Okushima).

Uber den. Einfluss verschiedener Krampfgifte auf den Blutkalkspiegel 

beim Kaninchen.

Von

Dr. Reizi Uchihashi.

Eingegangen am 10. Mai 1933.

Verf. untersuchte den Einfluss verschiedener Krampfgifte auf den Blutkalkspiegel 

beim Kaninchen, wobei auch ihr Wirkungsmechanismus auf den Calciumstoffwechsel 

diskutiert wurde. Die zur Anwendung gelangten Gifte wurden frisch in Wasser gelost 

und je in Subkrampfdosis ausschliesslich subkutan injiziert. Die Resultate sind kurz 

zusammengefasst folgende:

Die Gifte, welche beim Kaninchen Krampfe verursachen, wirken auf den Blut

- kalkspiegel nicht einheitlich. Picrotoxin, Santosol (santoninsaures Natrium) und Anti

pyrin rufen eine Herabsetzung des Ca-Gehaltes im Blute hervor, wahrend Strychnin 
Thebain, Codein und Caffein eine Steigerung desselben bewirken. Nach der beider

-seitigen Durchschneidung der Nn. splanchnici und auch nach der Einwirkung von 

Yohimbin, welches die fordernden Fasern des Sympathicus zu lahmen vermag, tritt 

die Ca-vermindernde Wirkung des Picrotoxins und Santosols nicht mehr auf. Aus 

diesen Tatsachen geht hervor, dass these Wirkung wohl durch eine Ca-Ionenver

-schiebung aus der Blutbahn in die sympathisch innervierten Stellen zustande kommt. 

Dagegen wird die Ca-vermehrende Wirkung des Strychnins, Thebains und Codeine 

durch Vorbehandlung wit Yohimbin gar nicht beeinflusst. Berucksichtigt man, dass
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diese Gifte bekanntlich auf die Reflexerregbarkeit des Ruckenmarkes sowie der oberen 

Zentren steigernd wirken, so liegt der Gedanke nahe, dass die sympathischen Zentren 

durch diese Substanzen wohl nicht beeinflusst werden, und dass diese Wirkungsweise 

vielleicht auf die Ca-Ionenverschiebung aus von anderen Nerven innervierten Stellen 

in die Blutbahn zuruckzufuhren sei. Die blutkalkvermehrende Wirkung des Caffeins, 

welches als zentrales Sympathicusgift bekannt ist, wird durch Yohimbin zwar nicht 

vollig gehemmt, seine Wirkungsdauer aber deutlich verkurzt. Was den Wirkungs

- mechanismus des Caffeins auf den Ca-Stoffwechsel anbelangt, so werden Ca-Ionen bei 

der Einwirkung dieses Stoffes grosstenteils aus den sympathisch innervierten Stellen 

in die Blutbahn verschoben. Daneben wirkt es teilweise aber strychninartig. Endlich 

wird die blutkalkherabsetzende Wirkung des Antipyrins im Gegensatz zu derjenigen 

des Picrotoxins und des Santosols durch Yohimbin nicht beeinflusst. Uber seinen Wir

kungsmechanismus bleibt noch unentschieden. (Kurze Inhaltsangabe).

緒 言

「カル シウム」ノ生理學 的竝 ニ藥 理學 的研 究 ニ就 テハ既 ニ諸多 ノ學者 ニヨ リテ論 ぜ ラ レ今 日ニ

至ル モ尚ホ其 ノ停 止 スル所 ヲ知 ラズ.抑 々「カル シウム」ハ骨,皮 膚 竝 ニ肝 ニ可成多量 ニ存在 シ,

血 液 ニ於 テハ或 ハ解 離 セル「イオ ン」トシテ,或 ハ不可離ノ鹽(Ca〔HCO3〕2)ト シテ,或 ハ又蛋

白 ト結 合 シテ存 在 ス1)而 シテ此「カル シウム」ト植物性神經 トノ關係 ニ就 テモ幾多 ノ研 究發 表 ア

リ.今 暫ク其 ノ文獻 ヲ渉猟 スル ニ,先 ツZondek2)ハ 摘 出臟 器 ニ於 テ副 交感 神經刺戟 作用 ガ「カ

リウム」竝 ニ「ナ トリウム」ノ作用 ニ相 一致 シ,「 カル シウム」ノ作用 ハ交感神經 ノ興 奮 ニ相應 シ,

更 ニ其 ノ作 用 ト本質 ヲ等 シク ス ト説明 セ リ. Billigheimer3)ハ 「ア ドレナ リン」ガ寡血 「カル シウ

ム」ヲ起 スコ トヨ リ交感神 經 興奮 ハ血液 中 ヨ リ「カル シウム」ヲ該神經 興 奮部位 ニ移動 セ シム ト

言 ヘ リ.

阿 南4)ハ 機械 的 ニ或 ハ交 感神經毒 ヲ以テ温中樞 ヲ刺戟興奮 セシメタル際血液「カル シウム」含

量 ハ減 少 シ,其 ノ下 降曲線 ハ體 温 上昇曲線 ト互 ニ逆 行 シ,更 ニ氏5)ハ 「カル シウム イオ ン」ト痙攣

トノ密接 ナル關係 ヨリシテ痙攣毒 ノ血液「カル シウム」含量 ニ及 ボス影響 ヲ研究 シ, Pikrotoxin
,

 Hexeton, Guanidin等 ハ體 温下降 ヲ來 シ,痙 攣 ヲ起 ス ト共 ニ血液「カル シウム」含量 ノ増加 スル

ヲ見 タ リ.氏 ハ之等藥物 ハ腦 ノ痙攣 中樞 内 ニ於 ケル「カル シウム」含量 ヲ一様 ニ減少 セ シメ
,以

テ痙攣 ヲ起 スモ ノナラ ン ト謂 ヘ リ.尚 ホ痙 攣中樞 ハ一般 ニ副 交感神經性 ト認 メラルル所 ニ シテ

痙攣毒 ヲ與 ヘ シ場合體 温 ノ下降 セシバ體温 下降 ト副 交感神經 トノ間 ニ密接 ナル關 係 アルべキ ヲ

考 ヘ シム ト.然 ラバ氏 ニ從 ヘバ副 交感 神經 ノ刺戟興奮 ハ該 中樞 ヨ リ血液 中ニ「カル シウ ム」ヲ移

動 セシム ト考 フル モ ノノ如 シ.然 レ共 冷中樞 ニ關 シテハ既 ニRosenthal, Licht u. Lauterbach6)

竝 ニ藤野7)等 ノ發表 セル ガ如 ク寧 ロ該中樞 ハ交感神經性 ノモ ノ ト見ル ガヨ リ妥 當 ナ ラ ン.果 シ
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諸種痙攣毒ノ家兎血清「カルシウム」含量 ニ及ボス影響ニ就テ 2917

テHasama8)ハ 氏 ノ汗中樞 ニ關 スル研究 ニ於 テ,中 樞性 交感神 經興 奮ニ於 テハ「カル シウ ム イオ

ン」ハ中樞 ヨリ血液 中ニ,「 カ リウム イオ ン」ハ血液 中 ヨリ中樞 ニ移動 シ,之 ニ反 シテ中樞性 交

感神經 麻痺 ニ於 テハ「カル シウム イオ ン」ハ血 液中 ヨ リ中樞 ニ,「 カ リウム イオ ン」ハ中樞 ヨリ血

液中ニ移動 スルモノナ ラン ト結論 セ リ.

一方Cloetta u . Thomann9)ハ 睡 眠薬 ニヨル麻酔 ニ於 テハ規則 正 シク血液 中 「イオ ン」 ハ移

動 シ,血 液中 「カルシウム」含 量 ハ麻醉 ト共 ニ減 少 シ,「 カ リウム」含 量ハ反之増 加 ス.更 ニ

Tetrahydro-β-naphthylaminノ 如 キ交感神經 毒 ハ興 奮 ト共 ニ血液 中 「カル シウ ム」量 ヲ増加 セ

シム ト. Glaser10)竝 ニTo'masson11)モ 同様 ノ結論 ニ到逹 セ リ.而 シテCloetta u. Brauchli12)

ハ「モル ヒ ン」ハ其 ノ作用 ノ複雜性竝 ニ個 人ノ感 受性 ノ差 異ニ ヨ リ「カル シウム」含量 ニ及 ボ ス作

用 ニ於 テハ 一定 セズ ト附加 ビリ.又Brauchli u. Schnider13)ハ 睡 眠状 態 ニ於 テハ血液 中「カル

シウム」含 量ハ減少 シ, Caffein, β-Tetrahydronaphthylamin及 ビCampferニ ヨル興奮 ニ於

テハ 「カル シウム」含量 ハ増加 ス.而 シテ睡 眠状態 ト血液中 「カル シウム」含量減 少 トハ發生 的

(genetisch)ニ 同 一ナ ラン ト結 論 セ リ. Demole14)モ 直接 漏斗状 部 ニ 「カル シウム」ヲ注射 セシ

ニ實驗動物猫 ハ睡眠状態 ニ陷 レリト.

現 状斯 クノ如 シ.余 ハ諸種痙攣毒 ガ血液「カル シウム」含量 ニ對 シ如何 ナル作用 ア リヤ,更 ニ

其 ノ作用機轉如何 ヲ系統的 ニ研索 セ ント欲 セ リ.然 ルニ曩 ニ篠崎15)ハ 血 液凝固機 轉竝 ニ血餅 凝

集 カニ及 ボス諸種 ノ痙攣 毒ノ影響 ヲ檢 セ シニ,痙 攣毒 ノ種 類 ニヨ リテ其 ノ作用 ニ定量 的 ノ ミナ

ラズ定性 的差異 アルヲ見 タ リ.仍 テ余 モ亦氏 ノ使用 セ シ諸藥 ヲ以 テ茲 ニ本實驗 ヲ企 テタ リ.

實驗方法竝ニ材料

實 驗 動 物 ニハ總 テ成 熟雄 性 家 兎 ヲ用 ヒ,採 血 ハ耳

静 脉 ヨ リ ン,「カ ル シ ウ ム」測 定 ニハde Waard氏 法16)

ノ一 變 法 ダル井 上 氏法17)ヲ 以 テ セ リ.藥 品 ハ 新鮮 ナ

ル 水 溶 液 トン,側 腹 部 皮 下 ニ 注射 セ リ.但 ン 「ヨ ヒ

ン ビ ン」 ノ ミハ静 脉 内 注 射 ヲ行 ヘ リ.藥 品 ノ用 量 ハ

家 兎 體重1kgニ 對 ス ルmg量 ヲ以 テ記 載 ス.

使 用 セ ル藥 品 ハ次 ノ如 シ. 1)「 ビ ク ロ トキ シ ン」

(Merck), 2)「 サ ン トゾ ール 」(「サ ン トニ ン」酸 「ナ

ト リウ ム」), 3)硝 酸 「ス ト リヒ キ ニ ー ネ」, 4)鹽 酸

「テ バ イ ン」(Merck) , 5)燐 酸 「ヨ デイ ン」, 6)安 息

香 酸 「ナ ト リウ ム カ フエ イ ン」 及 ビ7)「 ア ンチ ビ

リ ン」

實 驗 成 績

A.正 常家兎血清「カル シウム」含 量ニ及 ボ ス影響

1.對 照 實 驗

余 ハ先 ヅ健 康家 兎血清「カル シウム」量 ヲ檢 シタル ニ平均14.5mg%ヲ 得 タ リ.次 ニ毎 囘5cc

ノ採 血 ヲ5時 間前後 ニ5囘 行 フ事 ガ家兎 血清「カル シウム」量 ニ如 何 ナル影響 ア リヤヲ檢 シタル

ニ,第1囘 ノ採 血後1時 間11/2時 間 及 ビ31/2時 間 ト續 イテ3囘 ノ採血時
ニ於 ケル「カル シウム」
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2918 内 橋 禮 次

量ハ變動 ヲ示サザルモ, 51/2時 間ニ於ケル第5囘 採血時 ニ於 テハ稍 々減少ニ傾ケルヲ觀タ リ

(第1表 参照).

第1表　 正常家 兎血清「カル シウム」量竝 ニ毎囘5cc宛 ノ採血ガ夫 レニ及ボス影響

2.「 ピ ク ロ ト キ シ ン」

本物質 ハpro kg 0.1mgニ テ ハ血清 「カル シウム」量ニ對 シテ作用 セズ. 0.3mgヨ リ2.0mg

ニ テ痙攣 ヲ起 スニ至 ル迄,何 レノ分量 ニ於 テモ「カル シウ ム」量ヲ減少 セ シム.而 シテ該 作用 ハ

30分 ニシテ現 レ, 3乃 至5時 間 ニテ最 高 ニ達 シ,ソ レヨリ消失 ニ向ヘ リ(第2表 參照).

第2表　 「ピク ロ トキ シ ン」ノ正常家 兎血 清「カル シウム」量 ニ及 ボス影響

3。 「サ ン ト ゾ ー ル」

「サ ン トゾール」ハ50mgニ 於 テハ未 ダ作用 明 カナ ラザル モ, 100mgニ 於 テハ 「カル シウム」

量 テ僅 ニ減 少 セシメ,注 射後1時 間ニ シテ最 低 ニ達 シ,此 作用 ハ5時 間後 ニ於 テ略ボ恢復 ス.
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200, 300及 ビ400mgニ 於 テモ同様 ニ作用 シ,其 ノ作 用持 續 ハ延 長 シテ, 5時 間以 止モ尚 ホ減 少

ハ持續 ス(第3表 參照).

第3表　 「サントゾール」ノ正常家兎血清「カル シウム」量 ニ及ボス影響

4.「 ス ト リ ヒ ニ ン」

「ス トリヒニ ン」0.01mgハ 「カル シウム」量 ニ對 シテ著明 ナル變 化 ヲ及 サズ0.05mgニ 於 テ モ

同様 ナ リ. 0.1乃 至0.3mgニ 至 ツテ「カル シウム」量 ヲ増 加 セ シム.即 チ注射 後30分 乃至1時 間

ニテ最高 トナ リ,其 ノ後 ハ減 少 ス. 0.5mgニ テ ハ注射後1時 間 ニ シテ反射痙攣 ヲ起 セ シモ
,注

射後30分 ニ於 テハ同様 増加 作用 ヲ認 メタ リ(第4表 參照).

第4表　 「ス トリヒニ ン」ノ正常家 兎血清「カル シウ ム」量 ニ及 ボ ス影響

5.「 コ デ イ ン」

燐酸 「コデ イン」1.0mgハ 血 清 「カル シウム」含量 ニ對 シテ作用 セズ. 5.0ヨ リ25.0mgニ 至 ル

迄 ハ何 レモ 「カル シウム」量 ヲ増加 セ シメ,該 作用 ハ注射後30分 ニシテ既 ニ現 レ1乃 至3時 間

持續 シ,漸 次消失 ス. 40.0mgニ 於 テハ時 ニ家 兎 ハ痙攣 ヲ起 シ,一 定 セル値 ヲ得 ザ リキ(第5

表參照).
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第5表　 「コデイン」ノ正常家兎血清「カル シウム」量ニ及ボス影響

6.「 テ バ イ ン」

「テバ イ ン」ハ0.5乃 至1.0mgニ テ ハ「カル シウム」量ニ作用 セズ. 2.5乃 至5.0mgニ テ著明 ナ

ラザル モ増量 セ シメ,該 作用 ハ注射後30分 ニ於 テ著明 ニ現 レ1時 間後 モ持續 スル ア リ, 7.5乃

至10.0mgニ 於 テハ該増加作用 ハ1時 間 ニモ及 ビ,漸 次減 少ニ移 行 ス(第6表 參照).

第6表　 「テバ イン」ノ正常家兎血清「カルシウム」量ニ及ボス影響

7.「 カ フ エ イ ン」

余 ハ安息香酸「ナ トリウムカフエ イン」ヲ用 ヒシガ, 1mgニ 於 テハ作用著明 ナラズ. 5.0乃 至

30.0mgニ テ ハ注射後30分 ニ シテ「カル シウム」量ヲ稍 々増加 セ シム. 50.0乃 至100.0mg或 ハ

200.0mgニ 於 テハ該持續 作用 ハ約1時 間 ナ リ(第7表 參照).
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第7表　 「カフエイン」ノ正常家兎血清「カルシウム」量ニ及ボス影響

8.「 ア ン チ ピ リ ン」

「ア ンチ ピリン」ハ50.0mgニ 於 テハ著明 ノ作用 ナキモ, 100.0mgヨ リ1000.0mgニ 至 ル迄何

レノ用 量ニ於 テモ「カル シウム」量 ヲ減少 セシメ, 5時 間後 ニ於 テ モ尚ホ恢復 セザル モノア リキ

(第8表 參照).

第8表　 「アンチ ピ リン」ノ正常家 兎血 清「カル シウム」量 ニ及 ボ ス影 響

B.内 臓神經切斷家兎或 ハ「ヨヒンビン」前處 置家 兎ニ於 ケル實驗

余ハ既 ニ諸種痙攣毒ノ家兎血中「カルシウム」量ニ及ボ ス作用 ヲ檢 シ,痙 攣毒ニハ該作用ニ於

テ2様 ノ群 ノ存在スルヲ知 レリ.茲 ニ於 テ余ハ更ニ兩側 ノ内臓神經 ヲ切斷 セル家兎又 ハ 「ヨヒ
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ンビン」前處 置家 兎 ニ就 テ同様 ノ實 驗 ヲ遂行 セ リ.蓋 シ北 山18)或 ハ小 田19)ハ 「カル シウ ム」代謝

ニ於 テハ交感神經 殊 ニ内臟神經 ガ重大 ナル役割 ヲ有 ス ト發表 セル ヲ以 テナ リ.

1.對 照 實驗 「ヨヒン ビン」

「ヨヒンビン」ノ家 兎血中「カル シウム」量 ニ及 ボ ス影響 ニ就 テ ハ既 ニ赤 松20)ノ 發 表 ア リ.氏 ニ

依 レバ 少量 ハ「カル シウム」量ヲ増 加 シ,大 量 ハ之 ヲ減少 セ シム ト.余 ハ之 ヲ追試 シタル ニ聊 カ

異 ル所 ア リ.印 チ「ヨヒンビン」ノ0.5mgハ 「カル シウ ム」量ニ作用 セズ,而 シテ1.0mgニ 於 テ

ハ「カル シウム」量 ヲ減 少 セ シメ,注 射時3時 間 ニシテ「カル シウ ム」量ハ最 低 ニ達 シ, 5時 間 目

ニハ恢復 セ リ. 2.0ヨ リ10.0mgニ 至 ル各量 ニ於 テモ何 レモ減少 作用 ヲ見タ リ.即 チ少 量 ヨリ大

量 ニ至 ル迄何 レモ「カル シウム」量ヲ減少 セ シムル結果 ヲ得 タ リ(第9表 參照).

第9表　 「ヨ ヒンビン」ノ家 兎血清「カル シウム」量ニ及 ボス影 響

2.「 ピ ク ロ ト キ シ ン」

a)兩 側 内臟神經 切斷家 兎ニ於 ケル實 驗

4例 中1例 ニ於 テノ ミ「ピク ロ トキ シン」1.0mg注 射 後1時 間ニ シテ 「カル シウム」量 ハ減 少

シ,後3時 間作用持續 セシモ,他 ノ3例 ニ於 テハ何 レモ誤差 内 ノ變動 ヲ示 スノ ミナ リキ(第10

表 參 照).

b)「 ヨ ヒンビン」前處置家 兎 ニ於 ケル實驗

先 ヅ 「ヨ ヒン ビン」2.0mgヲ 注 射 シ,後15分 ニ シテ 「ピク ロ トキ シン」1.0mgヲ 注 射 セシガ

「カル シウム」量 ハ30分 ニ シテ増 シ, 1時 間 目ニハ恢復 シ後減 少 セリ(第10表 參照).

卸 チa)及 ビb)ノ 成 績 ハ正常 家兎 ニ於 テ ハ見得 ザル成績 ニ シテ,先 ニ認 メタル「ピクロ トキ

シン」ノ血 清 「カル シウ ム」ニ對 スル作 用ハ内臟 神經 切斷 又ハ「ヨヒ ンビン」作用 後 ニハ殆 ド發 現

セザル ヲ見ル.

本 實驗 ニヨ リ内臟 神經 切斷及 ビ「ヨヒンビン」前處 置ハ何 レモ「ピクロ トキ シン」ノ「カル シウ

ム」量 ニ對 シ殆 ド同様 ノ影響 ヲ與 ヘ シヲ以 テ,以 下内臟神 經 ヲ切斷 セル家 兎ニ於 ケル實驗 ヲ略

シ,專 ラ「ヨヒン ビン」前處 置家 兎ニ於 テ實驗 ヲ行 ヒタ リ.

3.「 サ ン ト ゾ ー ル」

「ヨヒン ビン」2.0mg注 射 後15分 ニ シテ 「サ ン トゾール」300.0mgヲ 注射 セ シニ,正 常家 兎
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ニ於 テハ注射後30分 ニシテ既ニ「カル シウム」量ハ3%, 1時 間後ニハ6%内 外 ハ減少ヲ來 タ

シタルニ,本 實驗ニ於テハ3時 間 目ニ於テモ尚ホ 「カル シウム」量 ニ著變ヲ起サザ リキ .(第10

表參照).

第10表　 内臟神經 切斷家兎及 ビ「ヨヒンビン」前處置家兎 ニ於ケル

「ピクロ トキシ」及 ビ「サ ントゾール」ノ影響

備 考: Pic.=「 ピ ク ロ トキ シ ン」, Sant.=「 サ ン ト ゾ ー ル 」 及 ビY.=「 ヨ ヒ ン ビ ン」

4.「 ス ト リ ヒ ニ ン」

「ヨヒンビン」2.0mg注 射 後15分 ニ シテ0.3mgノ 「ス トリヒニ ン」ヲ注射 セシニ,「 カル シウ

ム」量 ノ變化ハ正常家 兎ニ於 ケル實驗成績 ト略ボ 同様 ノ結果 ヲ示 セ リ.即 チ注射後30分 ニ シテ

「カル シウム」量 ノ増加 ヲ見,其 ノ後漸次減少 シ, 3時 間 目ニハ對照 ヨ リ稍 々減少 セ リ(第11表

參 照).

5.「 コ デ イ ン」

「ヨヒンビン」1.0mg又 ハ2.0mg注 射 後15分 ニ シテ燐酸 「コデ ィン」10 .0mgヲ 注 射 セシガ,

本 實驗 モ「ス トリヒニ ン」ニ於 ケル ト同様 ニ「カル シウ ム」量ハ増量作用 ノ變 化 ヲ見ザ リキ(第11

表 參 照).

6.「 カ フ エ イ ン」

「ヨヒン ビン」1.0乃 至2.0mg注 射 後15分 ニ シテ 安自香酸 「ナ トリウムカフエ イン」100 .0乃

至200.0mgヲ 注 射 セ シニ,正 常家 兎ニ於 テハ注射後1時 間モ 「カル シウム」量 ハ増 加作用 ノ發

現 スル ニ拘 ラズ,本 實驗 ニ於 テハ30分 後 ニハ増量 作用發現 スルモ,稍 々輕 度 ニ シテ
,且 既 ニ1

時 間 目ニハ恢復 シ,後 減少 ニ向 ヘ リ(第11表 參 照).

7.「 ア ン チ ピ リ ン」

「ヨヒ ンビン」1.0乃 至2.0mg注 射 後15分 ニ シテ「アンチビ リン」500.0mgヲ 注 射 セ シニ
,正
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常家 兎 ニ於 ケル ト同 様 ノ減 少作用 ヲ呈 シタ リ.即 チ注射 後30分 ニシテ既 ニ「カ ルシウム」量 ハ

減少 シ, 5時 間後 ニ於 テモ尚ホ恢 復 セザ リキ(第11表 參照).

第11表　 「ス トリヒニ ン」,「 コデ イン」,「 カ フエ イン」及 ビ「ア ンチ ピリン」ノ

「ヨヒ ンビン」前處置家 兎血清「カル シウム」量 ニ及ボ ス影 響

備 考: Y.=「 ヨ ヒ ン ビ ン」, Stry.=「 ス ト リ ヒ ニ ン」, Cod.=「 コ デ イ ン 」, 

Cuf.=「 カ フ エ イ ン」及 ビAnt.=「 ア ン チ ビ リ ン 」

總括竝 ニ考 按

1,「 ピクロ トキ シン」竝 ニ 「サ ン トゾール」 ハ痙攣 ヲ起 サザル量 ニ於 テ,何 レモ家 兎血清

「カル シウム」量ニ對 シ減少 的 ニ作用 シ,此 作用 ハ内臟 神經 切斷後或 ハ交感神經 ノ末端 ヲ選 擇的

ニ麻痺 スル「ヨヒ ンビ ン」ヲ以 テ前處置 セル時 ハ殆 ド全 ク抑制 セラ レ,或 ハ轉 向 セラルル ヲ見 タ

リ.

以 上 ノ成續 ニ依 リ,余 ハ之等 兩毒 ハ「カル シウ ム」代謝 ニ對 シ中樞性 ニ作用 シ,内 臟 神經 ヲ介

シテ末梢 部交感神經 ヲ興 奮 セシメ,其 ノ結 果「カル シウム イオ ン」ハ該 神經 支配 部ニ移 動 シ,以

テ血中「カル シウム」量 ヲ減少 セシメタルニ非ズ ヤ ト思惟 ス.

H. Meyer21)ガ 温 中樞 ハ交 感神經 系 二,而 シテ冷 中樞 ハ副交 感神經 系 ニ屬 シ,痙 攣 毒 「ピク

ロ トキ シン」,「 サ ン トゾール」等 ノ如 キ痙攣毒 ガ體温 下降作 用 ヲ有 スルハ恐 ラク副交 感神經 ニ

屬 スル冷中樞 ヲ刺戟興 奮 セシムル爲 メナラ ン ト提唱 セシ以來 一般 ノ信 ズル所 ナ リシモ, 1928年

Rosenthal, Licht u. Lauterbach6)ガ 之等痙攣 毒 ハ血 糖 ニ及 ボ ス作用 ヲ研 究 シ,其 ノ過 血糖 作

用ハ交感神經 末端 麻痺作用 ヲ有 スル「エル ゴタ ミン」ニヨリ完全 ニ抑 制 セラルル コ トヲ證明 セ シ

以來, Licht22), Fujii23)竝 ニ藤野7)等 ハ 種 々ノ實驗 ニ於 テ之等痙 攣毒 ノ純 副交感神經 毒 ニ非 ズ

シテ寧 ロ交感神經 ニ作用 スル事 ヲ明 カニセ リ.是 レ余 ノ實驗成績 ト興 味 アル一 致ナ リ トス.

2.以 上 ニ反 シ,「 ス トリヒニ ン」,「 テバ イン」及 ビ「コデ イン」ノ3物 質 ハ痙 攣 ヲ起 サザル量

ニ於 テ何 レモ血 中「カル シウム」量 ヲ増加 セ シム.之 等 ハ作用 ハ「ヨ ヒン ビン」ノ前處 置 ニ ヨ リテ

90



諸種痙攣毒ノ家兎血清「カルシウム」含量ニ及ボス影響ニ就テ 2925

何 等 ノ影響 ヲ受 クル所無 シ.由 來「ス トリヒニ ン」ハ主 トシテ脊 髓 ノ反射興 奮性 ヲ高 メル物質 ト

シテ知 ラルル モ,尚 ホ ソレヨ リ上位 ノ中樞 ヲモ興奮 セシムル モノナ リ.之 等 ハ事實 ヨ リシテ恐

ラク「ス トリヒニン」ハ夫等中樞 ヲ刺戟 興奮 セ シメ,該 興奮部位 ヨ リ血 液 中 ニ 「カル シウ ムイオ

ン」ヲ移 行 セシメ以 テ血中「カル シウム」量 ヲ増加 セシメタルモ ノナラ ン.而 モ該 中樞 ハ「ヨヒン

ビン」 トノ關係 ヨ リ恐 ラク交感神經性 ニ非 ルベ シ.尚 ホ 「テバ イ ン」竝 ニ 「コデ イン」ハ共 ニ阿

片中 ニ含 マルル 「アル カ ロイ ド」ニシテ,其 ノ化學 構造式 モDehydrodimethylmorphin竝 ニ

Methylmorphinナ レ ドモ,麻 醉作 用 ハ遙 ニ 「モル ヒン」ヨ リ弱 ク,寧 ロ痙攣毒 ト稱 セラ レ,其

ノ作用 法ハ反射興奮性 ヲ高 メ以 テ痙攣 ヲ起 スモノニ シテ 「ス トリヒニ ン」様 ナ リ.恐 ラク「カル

シウム」代謝 ニ對 シテモ同様 ノ作用機轉 ヲ有 スル モハナル ベ シ.

3.「 カ フエイ ン」ハ痙攣 ヲ起 サザル 量ニ於 テ血 中 「カル シウ ム」量 ヲ増 加 セ シム.而 シテ「ヨ

ヒン ビン」ノ前處置 ニ ヨ リ該増加作用ハ輕度 トナ リ持續時間著 シク短縮 セラル.

本 物質 ハ中樞性交 感神經毒 ニシテ温中樞 ヲ刺戟興 奮 セ シメ體 温 ヲ上 昇 セシメ,又 糖 中樞 ヲ興

奮 セシメテ血糖 ヲ増 加 セシム.本 成績 ヨリ觀察 スルモ,本 物 質 ハ「カル シウ ム」代謝 ニ對 シ恐 ラ

ク中樞性交感神經 部位 ヲ侵襲 シ,内 臟 神經 ヲ介 シテ,血 中「カル シウム」量 ニ影響 スル モ ノノ如

シ.而 シテ「ヨヒンビン」ノ前處置 ニ依 リ完全 ニ抑 制 セラ レザル點 ヨ リ一部 ハ「ス トリヒニ ン」様

ニモ作用 スルモノナラ ン.

茲 ニ於 テ余バ 一提 言 ヲナサ ン.即 チ先 ノ 「ピクロ トキシ ン」竝 ニ 「サ ン トゾール」及 ビ本實驗

「カフエ イン」トノ關係 ヨリシテ「カル シウム」代謝 ニ於 テ モ交 感神經 ニハ一ハ血中「カル シウ ム」

量 ヲ減少 セ シメ,一 ハ ソ レヲ増加 セ シムル2様 ハ機 能 ヲ司ル繊維 ハ存 在 ヲ考 ヘ シム.

4.「 ア ンチ ピ リン」ハ痙攣 ヲ起 サザルレ量 ニ於 テ血 中「カル シウム」量 ヲ減少 セシムル コ ト恰 モ

「ピクロ トキ シン」ハ如 キモ,「 ヨヒ ンビ ン」ニヨリ影響 サ レザル點 ニ於 テ差 異 ア リ.從 ツテ其 ノ

作用法 ニモ相違 アル モノ ト考 ヘラル.余 ノ實驗 ハ之 ヲ決定 スル ニハ不 十分 ニ シテ,尚 ホ 今後 ノ

研 究 ニ俟 ツべ キモノナ リ.

結 論

1,家 兎 ニ痙攣 作用 ヲ呈 スル諸種 ノ藥 物 ハ家 兎血 中「カル シウム」量 ニ對 スル作用 ニハ
,一 ハ

之 ヲ減少 セ シメ,一 ハ之 ヲ増加 セ シムル2様 ノ群 ア リ.而 シテ「ピク ロ トキ シ ン」,「サ ン トゾー

ル」及 ビ「ア ンチ ピリン」ハ前者 ニ屬 シ,「 ス トリヒニン」,「 テバ イ ン」,「 コデ イン」及 ビ「カ フエ

イン」ハ後者 ニ屬 ス.

2.夫 等 血中「カル シウム」量 ヲ減少 セシムル諸藥 ハ中 ニ於 テ,兩 側 内臟 神經 切斷或 ハ交 感神

經末端 ヲ選擇 的 ニ麻痺 スル「ヨヒンビン」前處 置 ニ ヨ リ該作用 ハ一ハ抑 制或ハ轉向 セラル ルニ拘

ラズ一ハ何 ノ影響 ヲモ蒙 ラズ.即 チ「ピク ロ トキ シ ン」及 ビ「サン トゾール」ハ前 者 ニ屬 シ
,「 ア

ンチ ピ リン」ハ後 者ニ屬 ス.

91



2926 内 橋 禮 次

3.同 様 ニ血中「カル シウム」量増 加作用 ヲ有 スル藥物 ノ中 ニモ,「 ヨヒン ビン」ノ前處置 ヨ リ

該増加 作用 ハ一 ハ抑制 セラ レ,他 ハ影響 ヲ蒙 ラズ.而 シテ 「カフエ イン」ハ前者 ニ屬 シ,「 ス ト

リヒニン」,「テバ イ ン」及 ビ「コデ イン」ハ後 者ニ屬 ス.

(昭 和8年4月 第7囘 日本藥理學會ニ於テ本論文要旨ヲ發表セ リ).
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